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0．本稿では現代標準ラトヴイア語の「義務態」を，脱動作主化の手続きの  

中に位置付けて考察する。要点は次のようなものである：能動態で最も典型的  

に主格主語で表わされる「動作主」を主格主語として表わさない統語論的な手  

続きをまとめて「脱動作主化」と呼ぶと，そこには基本的に動作主以外の項や  

事象そのものを話題化するという機能を認めることができ，ラトヴイア語にお  

ける義務態もこの脱動作主化において特徴づけることができる。義務態におい  

て用いられる主格形補語一形態上は主格だが主語ではない要素－は話題提示の  

格と見ることができるが，しかしなお格形態の現われ方は→様でなく，人称の  

対立が格形態の選択に関わっている。   

以下の第1節では脱動作主化，格配置diathesisについて述べ，さらにラト  

ヴイア語の受動構文の特徴を記す。第2節ではラトヴィア語の義務態の用法を  

具体的に示す。第3節では脱動作主化と義務態との関係をまとめながら，義務  

態に現われる格形態の意味について述べる。なおこの考察は現代標準ラトヴイ  

ア語を対象としたもので，記述は基本的にこの言語の文法構造を念頭において  

行っている。以下に述べる事柄ならびに例文に関連して，次のことを指摘して  

おく：ラトヴィア語の動詞の活用形は法，時制，態voiceを表示し，また動詞  

の一，二人称は単数複数の区別を形態上持つが，三人称は単数と複数を形態的  

に区別しない。名詞は男・女の二性，単複の二つの数のカテゴリーと五つの形  

態格（主格nominative，属格genitive，与格dative，対格accusative，位格  

locative）をもつ。名詞が単数の場合には前置詞が属格，与格，対格のどれを  

とるかは決まっているが，名詞が複数の場合にはすぺての前置詞が与格をとる。  

また形容詞には不定変化と定変化がある。   

本稿に挙げた例文は，参考文献からのものならぴにラトヴイア大学バルト語  

学科のSilvijaVeinberga教授より得たものである。   
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例文に関する注釈ニー＝→人称：二＝二人称二三＝三人称；現＝現在形：過＝過  

去形；受分現＝受動分詞現在形：受分過＝受動分詞過去形；完分＝完了分詞：  

単＝単数∵複＝複数：女＝女性；男＝男性：主＝主格；属＝属格：与＝与格：  

対＝対格；位＝位格；代＝人称代名詞；指代＝指示代名詞：形＝形容詞；前置  

＝前置詞；定＝定変化：副＝副詞；助＝助詞  

1．脱動作主化，格配列diathesis，ラトゲイア語の受動構文につ  

いて   

1．1脱動作主化   

様々な事象（出来事，行為，あるいはその結果としての状態など）を知覚・  

認識しそれについて発話するという言語活動のなかで我々はしばしば事象を，  

名指し可能な個体（人，集団）によって実行されたものと理解し，そのような  

ものとして言及する。「昨日ロシア政府軍がグロズメイを二週間ぶりに攻撃し  

た」とか「セルビア人勢力が三たびザグレブにミサイルを発射した」というよ  

うに。   

ある事象について語る発話の中核をなすのは命題である。命題を充足する項  

には何らかの意味役割を与えることができるが，その中で「事象を意図的にも  

しくは無意識に実現もしくは成立させると話し手が認識する人や事物」をひと  

まとめに「動作主」，また事象のなかで，動作主から直接何らかの作用を受け  

ると話し手が認識する対■象を「被動作項」とする。大ぎっばに捉えれば，両者  

は，能動態他動詞構文でそれぞれ最も典型的に主格主語と対格補語で示される  

ようなものである。   

動作主は，一部の自然現象などの場合を除けば，名指し可能か否か，あるい  

は現実世界に存在するか可能世界に存在するかといった事柄にかかわりなく，  

話題となる事象の実現のためには不可欠である。しかし一方で我々は同じ事象  

を，動作主に言及することなく，被動作項のほうに焦点を当てて「グロズメイ  

が二週間ぶりに攻撃された」と述べたり，あるいは「山岳地帯に2メートルの  

積雪があった」と自然現象を述べるのと同じ体裁をもって「ザグレブに三たび  

ミサイル砲撃があった」と言ったりする。こうした事実を踏まえ，能動態の基  

本的なパターンを崩し動作主を主格主語に割り当てない統語論的な手続きをま  

とめて「脱動作主化」と呼ぶことにする。脱動作主化は受動化passivization  

のプロセスと密接に結び付くが，受動化は実際には脱動作主化の一つのケース   
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であって，脱動作主化はそれ以外のさまぎまな統語現象に関係している。この  

現象はスラヴ語などにおいてすでに指摘されているが，ラトヴイア語について  

何が言えるかを以下では考察したいと思う‖。  

1．2 ラトヴィア諸に考察を向ける前に，格配置diathesisについて述べて  

おく。diathesisという用語は「態（英：voice，仏：voix，独二Genusbervi，  

窟：3aJIOr）」と同義，あるいは単にその古い用語としばしばみなされるよう  

だが［Bondarko142］，態とは区別して，より正確には態のカテゴリーに先  

行する概念としてdiathesisを捉えるのがふさわしいように思う。すなわち  

diathesisとは，個々の動詞語彙について充足されるべき項（命題レベルでの  

「動作主」「被動作項」などの役割）と，その動詞語彙が実際に用いられる形  

態においてそれらを表わす成分の形式（主格主語，体格補語など）との関係を  

指すものと理解し，以下では‘格配置’という訳をつけて用いる。たとえば「壊  

す」という動詞に対しては命題構造『Ⅹ（動作主）がY（被動作項）に働きか  

けてYの破壊という事象を実現させる』を設定できるが，「牛が垣根を壊す」  

という表現では，「壊す」という動詞形態は「動作主の項を充足する『牛』が  

主格主語で，また被動作項の項を充足する『垣根』が対格補語で実現されるよ  

うな格配置を持つ」ということができる。「垣根が牛によって壊される」とい  

う形式では「壊される」という動詞の形態は「被動作項『垣根』が主格主語で，  

また動作主の『牛』が付加的な補語として実現されるような格配置を持つ」と  

いうことができる。この例で見る限り格配置は態とイコールのようだが，格配  

置においては態のみが問題となるわけではない。「かれはコップに水を満たし  

た」「かれはコップを水で満たした」という二通りの表現形式も，同一の動詞  

形態「満たす」における異なる格配置として把握することができる。従って格  

配置は態の体系に先立つ，任意の言語の動詞語彙に関して設定される一般的な  

概念と捉えることができる。（以上の定義はLG1990：月HaTe3a（Diateza）  

の項［記述はⅩrakovskij］に依拠した）   

ここから出発すれば，態のカテゴリーは「格配置の文法化」［Bondarko et  

al．143］と定義することができよう。  

1．3 ラトヴイア語の受動構文は，受動分詞過去形（その形態素はIE：■一tOS  

に由来し，ラトヴイア語での反映形は不定形語幹にtS〈男．単．不定〉，tais〈男．  

単．定〉，taく女．単．不定〉，t豆〈女．単．定〉を付加して得られる）に，tikt，tapt，   
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khtといった，いずれも 〈なる〉 という意味の動詞を助動詞として用いるか，  

または，btit〈be動詞〉 を助動詞として形成される。btitによる受け身はいわ  

ゆる状態受け身，言い替えるならば「完7受け身」を表わし，一方tjkt，tapt，  

klutを用いた受動はいわゆる「行為受け身」（最も普通に用いられるのはtikt  

だが，どの助動詞を用いても意味的な差異はない）を表わすと，通常は説明さ  

れる。  

このパターンを用いた受動構文はたとえば次のようになる：   

01）J豆Su  gr云matair  nolikta  uz galda．  

代．二．複．属 単．主  三．現 受分過．女．単．主 前置 単．属  

くあなたの〉く本〉 〈b酎（be）くnoユjkt置く  くga】ds机  

あなたの本は机の上に置かれています。  

02）veikalos 些  pardotas  da羞云das  

複．位  三．現 受分過．女．複．主 形．女．複．主  

くveikala店〈tikt 〈p5rdot売る  く沢山の  

［Veksler＆Jurik279］  preCeS▲  

女．複，主  

くprece品物  

店には沢山の品物が売られている。   

被動作項が主格で現われない無人称受動構文も作られ，その際述語は三人称，  

分詞は単数男性主格形となる［Fennell＆Gelsen，1177］：   

03）Pie durvim tika klauvets．  

前置 複．与 三．過 受分過，男．単，主  

〈d缶rvisドア  くklauvetノックする  

ドアがノックされた（直訳：ドアの所で叩かれた）。   

04）Vientulfb云ir  jau diezganilgi  

単．位  〈be動詞〉 助 副  

b缶ts．  

受分過．男．単．主〈be動詞〉  

孤剃の中で十分長く過ごされた。   

ラトヴイア語の受動構文の「助動詞＋受動分詞過去形」というパターンは，  

使用される助動詞の違いを無視すれば基本的にスラヴ諸語の受動構文と同じで  
ある。これらの言語での受動分詞を用いた受動構文の標準的なパターンは（訃動  

作主を主格主語の位置から排除する，②動詞の形態論的カテゴリーである態を   
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変更する，③他動詞の被動作項を主格主語の位置に昇格させる，というプロセ  

スにおいて特徴づけられる。（③のプロセスを含まない，つまり被動作項が対  

格で現われる受動構文もあるが，これについてはここでは論じない）したがっ  

て受動化は，脱動作主化の典型的な一形式ということになる。   

動作主を能動態の主格主語の位置から追放する統語論的な手続きの総称とし  

て捉えられる脱動作主化の結果，動作主は省略可能な，または付加的な斜格補  

語として表明されるか，あるいは文の構成要素として出現できなくなるかのい  

ずれかとなるだろう。スラヴ話語における受動構文では，動作主は付加的な補  

語となる。これに対しラトヴイア語では，受動構文に動作主を表わす名詞句が  

出現できないという特徴がある。このことはしかし，受動分詞と共起できるよ  

うな動作主名詞句の表示手段がないことを直ちに意味するわけではない。名詞  

句の中で修飾語として用いられる受動分詞に隣接してなら，動作主を前置詞な  

しの属格で表わすことができる［Fennell＆Gelsen，887］：   

05）吐亘担 pirktais  gredzens  

単．属 受分過．男．単．主．定 男．単．主  

〈br豆1is兄  〈pirkt買う  く指輪〉  

兄によって買われたその指輪  

06）些 Ceptie  gardumi  

単．属 受分過．男．複．主 男，複，主  

〈m豆te母  〈cept焼く  〈gardumsお菓子  

母によって焼かれたお菓子  

従って，05）の名詞句を用いて“Tasirbr舅apirktsgTedzens”「これは兄が  

買った（直訳：兄によって買われた）指輪だ」とか“Br旬apirktaisgredzens  

ir！otiぬrgs．”「兄の買ったその指輪はとても高価だ」とのべることはできる。  

しかし，英語の‘by’前置詞句に相当する動作主名詞句（可能な形式は次の  

07に示すように，前置詞なしの属格もしくはno「から」十属／与格だが）は，  

受動構文には現われることがない：   

07）’Tasgredzenstikpirktsbr引a／nobr云Ia．  

＊この指輪は星空三旦買われた。  

動作主を明示的に述べたければ“Tasgredzenspirktbralis．”「この指輪は兄  

が買ったものです」と能動態を用いるしかないのである［Fennell＆Gelsen，  

887；Lazdiria165］。05）06）のような属格名詞句による動作主表示が可能で  

ある以上，受動構文に動作主名詞句が現われないことの制約は文法的というよ   
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りは「言わないのが普通」「言うと不自然」という慣習的なものと理解される  

かもしれない。しかし実際のところ，この制約は「言えない」「文法的に正し  

い文にならない」というほど強いものであるらしい（S．Veinberga私信）。も  

ちろん許容度の幅（個人による，あるいは語彙や文脈による）があるかもしれ  

ないので断定的なことは言えないが，さしあたり，受動構文では原則として，  

動作主名詞句は排除されると見ておかなければならない。つまり，ラトヴイア  

語では動作主を明示しない場合においてのみ受動構文が使用可能ということに  

なる。   

ところで，ラトヴイア語では，01）02）や下記の08）のような分析的な受動  

構文を用いるよりは，同じ事象について語るなら09）のような不定人称文（動  

詞の三人称形を述語とし，明示的な主語を置かない）を用いるほうが普通とさ  

れる：   

08）Vai Seit tiek p云rdoti畠ipoli？  

助詞 副詞 受分過．複．主 複，主  

〈p計dot売る 〈菖ipolis玉葱  

ここでは玉葱は売られていますか？   

09）Vai誌it p豆rdod 羞fpolus？  

三．現 複．ヌ寸  

ここでは玉葱を売っていますか？  

被動作項が人などの活動体でも同様で，10）よりは11），12）よりは13）のほ  

うが「自然」な表現になる［Fennel＆Gelsen，890：Lazdirta165］：  

10）Noziedznieks driztiks apcietin豆ts．  

単．主  副詞  受分過．男．単．主  

〈犯罪者〉  〈apcietin云t逮捕される  

その犯罪者はまもなく逮捕されるだろう。  

11）Noziedzniekudriz apcietin豆S．  

単．対  三．未来〈apcietin豆t  

同上（直訳：その犯罪者を［人は］まもなく逮捕するだろう）  

12）Driz tu  tiksi  gほbts，  

副詞 代．二．主 二．単．未来 受分過．男．単．主  

〈gほbt救われる  

まもなく君は救われるだろう。   
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13）Driztevi gほbs．  

代．二．対 三．単．未来  

同上（直訳：まもなく［人が］君を救うだろう）  

不足人称文は，実際に名指し可能な特定の動作主がいる場合でもそうでない場  

合でも用いることができ（11はたとえば，犯罪者を捕まえる予定の特定の警部  

がいるかもしれないし，誰かが捕えるのかもしれない），動作主を主格主語と  

して明示しないという点で脱動作主化の特徴を持つ。受動構文には格酉己置の転  

換が必然的に伴うのに対し，不定人称文では脱動作主化以外に格配置の転換は  

起こらないという相違点はあるが，しかしこの脱動作主化という共通点におい  

て不定人称文が受動構文に代わる機能を果たしうると理解できる。   

2．ラトゲイア語の義務表現と義務態  

前節で見たように，脱動作主化は総じて，動作主を主格主語の位置から追放  

するか，あるいはこれへの言及を阻止し，動作主以外の項や事象そのもの，あ  

るいは動作主以外の項と事象との関係を話題として提示する手段とみなすこと  

ができる。ところで脱動作主化のプロセスはまた義務や必然性の表出とも結び  

付く。その事例を見ていきたい。  

2．1言語において 「義務」「必要性」などの必然性の様相を表わす手段は様々  

にあるが，その一つは「必ず・・・である」「べきだ」という意味の語彙要素を用  

いるものだろう。ラトヴィア語には「必要である，ねばならない」という意味  

の動詞vajadzetを無人称述語として用いる言い方がある：  

14）Man  vajag  izlasit vestuli，  

代．一．与 三．現くvajadzet 不定詞 単．対  

ねばならない  〈読む〉くvestule手紙  

わたしは手紙を読んでしまわなければならない。  

無人称述語としてのvajadzetは三人称の時制形をとり，義務の認識者一同時  

にこれは予定された動作主でもある－は与格で示される。この与格は，これを  

充足する定項が文脈から明らかである場合あるいは名指し不可能な場合には明  

示されないでよい。なされるぺき行為は不定詞で，またその不定詞が他動詞で  

あればその被動作項は上の14）のように対格で表示される。Vajadzetは「必  

要とする」という意味で必要なものを直接補語とすることもできる。このとき   
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も必要の認識者は与格で，また必要とされる対象は対格で表わされる：  

15）Man  vajag naudas，  ［Plesuma＆Slavinska，292］  

代．一．与  複．対くnaudsお金  

私にはお金が必要だ。  

Vajadzetは基本的に，人やその集団など行為遂行の義務や必要性を認識でき  

かつ行為を実行する能力のある個体が実現すべき事象を表わす場合に用いられ  

る。しかし，そのような能力を持たない無生物に関して用いることもできる。  

この場合にはその無生物についてある事象が成立する外的な必要性または必然  

性が表わされる：  

16）Me2am vajadzeJa degt．  

単．与  三．過  不定詞  

〈me羞s森 〈vajadzet〈燃える〉  

森は燃えなければならなかった（燃える運命にあった）。  

2．2 義務あるいは必要性の表明を語彙に依存しないとすれば，なんらかの  

形態範疇を用いることになるだろう。ラトヴイア語のそのような手段の一つに，  

動詞の受動分詞現在形がある。バルト話語における受動分詞環在形は，直説法  

現在語幹にスラヴ語と共通する受動分詞現在の形態素痍－（0）mo－を付加して得  

られる［Stang，446］。ラトヴィア語での反映形は－amS／云ms（男．単．不定），  

－amais／点mais（男．単．定），ama／豆ma（女．単．不定），－am豆／点m豆（女．  

単．是）で，他動詞からもそのほかの動詞（自動詞，再帰動詞を含む）からも  

作られ，通常の形容詞と同じように変化し名詞を修飾するか，述語として用い  

られる。この受動分詞現在形を用いて「…されるぺき」という義務の意味を表  

わすことができる2）：  

17）Sis  darbs padar云ms，  ［Lazdi11a，212］  

指代．男．単．主 男．単．主 受分現．男．単．主  

くこの  〈仕事〉  〈padarit遂行する  

この仕事は達成されなければならない（されるべきものだ）。  

18）Dokumentibijaiesniedzami  lfdz plrmaJam auguStam，  

男．複．主  過 受分現．男．複．主 前置 与  与  

〈dokuments〈iesniegt提出する〈まで〉〈pirmajs第qのくaugusts八月  

［Veksler＆Jurik，267］  

書類は8月1日までに提出されなければならなかった（るべきだった）。   
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上の例で示されるように，受動分詞現在形を述語に用いた場合，被動作項が主  

格形をとり，述語はこれと文法的に一致する。つまり能動態の時の直接補語を  

主格主語に置くという格配置において1．3節でみた受動構文の場合ヒ共通する。  

ただし19）のように，行為を実行すべき動作主は与格で示される：  

19）Es  nevaru  iet， 聖聖1Velpusdienas  

代．一．単．主 否定．一．単．現 不定詞 一．単．与 女．複．主  

〈私は〉  くne十var百tできる 〈行く〉 さらに 〈昼食  

巨damas．  ［LazdiIla，156］  

受分現．複．女．主  

〈est食べる  

私はでかけられません，これから私は食事をしなければならないんです。  

（直訳．私にはまだ食事がなされるべきである）  

2．3 ラトヴイア語で義務を表わす手段の第三は，動詞の直説法現在三人称  

形の前にj豆－という形態素を付加する形式である3）。たとえば通常の人称文（能  

動態）（20A）（21A）に対する（20B）（21B）の様な構文である：   

20A）M豆te  dzied．  

単．主〈母〉 三．現〈dzied∈；t歌う  

母は歌う。   

20B）M豆tei  j云dzied．  

単．与〈母〉  くj豆＋三．現  

母は歌わなければならない。  

21A）Mes  str豆d豆jam．  

代．→．複，主 一．複．現くstr云d云t働く  

我々は働く。  

21B）Mums  j豆Str豆d豆＿  

代．一．複．与 くj云＋三．現  

私たちは働かなければならない。  

この形式は伝統的なラトヴイア語文法ではvajadzibasizteiksme「義務法」と  

呼ばれistenibasizteiksme直説法，paVelesizteiksme命令法，V百1ejumaiz－  

teiksme接続法，atSt豆Stijumaizteiksme伝聞法とともに「法izteiksmes（modi  

＝mOdus）」の範疇を形成する形態と説明される［Ceplite＆Ceplitis，1991：  

72］。義務性を表わす以上，この形式は様相表示の文法化された手段とみなす   
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ことができる。その意味ではこの形態を「法modus」のレベルで扱うことに  

正当性はあるかもしれない。しかし，この形態の統語論的な振る舞いをみると，  

すぐあとで見るように（彰この形態自体は不変化で教立した人称パラダイムを形  

成することがなく，be動詞に相当する動詞btitを用いて時制や法のカテゴリー  

を明示する。その際直説法のすべての時称形および接続法，伝聞法の形式をと  

ることができる。②この形態に固有の格配置がある，という特徴を持つ。①の  

特徴は分詞と共通するものであるし②は独立した格配置の文法化を示唆してい  

る。そこでここではこのj云十直説法現在三人称形を単に「義務形」，そしてこ  

の義務形が表わす意味カテゴリーは「義鞍態」と表わすことにする。（なお，  

このことは問題となる形式を態の一カテゴリーとみなすことを意味する。この  

扱いの妥当性はもちろん，別に検討しなけばならないだろう。）   

義務態の場合にも，Vajadz∈tと同じように動作主＝義務の認識者は与格で  

表わされる。以下では例示性を良くするためにすべて与格動作主が明示されて  

いる例文を採用したが，これは文脈から明らかな場合や名指し不可能な場合に  

は省略されてよい。また，この形啓自体は不変化なので、時制はb〔it（be動  

詞）の三人称時制形を用いて示される。ラトヴイア語には現在，未来，過去の  

各時制において単純形と分析的な完了形があり，義務形はすべての時制形と共  

起できる。それぞれの時制形で，b豆tは三人称，また，完了形においては完了  

分詞は性数に関して無標な男性単数形をとる：   

22）［単純過去］M豆teibija  5豆dzied．  

単．与 三．過〈b缶t 義務形  

母は歌わなければならなかった。   

23）［単純未来］M云teibtis  j豆dzied．  

単．与 三．未来〈bdt  

母は歌わなければならない（だろう）。   

24）［完了現在］M云teiir bijis j豆dzied．  

単．与 三．現〈b豆t 完分．単．男くbtit  

母は歌わなければならなかった。   

25）［完了未来］Mums  b由bijis j貞Str云da．  

代，－．複．与 三．未来 完分．単．男  

我々は働いてしまっていなければならないだろう。  

これらの時制文から推測できるように，現在時制の場合も本来は  

Mums亘j豆Str豆d豆．M豆teiirj豆dzied▲   
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のようにbdtの三人称現在形ir（英語のisに相当する）が用いられる。しか  

し実際にはirは省略されてほとんど使用されない。つまり現在時制に関して  

はirとゼロ形が交換可能であり，ほとんどの場合にはゼロ形が採用されるの  

である。否定の場合にはirの否定形navが現われる（下の31例）。  

義務態は接続法や伝聞法においても構成される：   

27）［接続法単純形］Ja man  nebdtu  maslnaS，man  

接続 一．単．与 否定＋接続法〈bdt 単．属  

〈もし〉  〈ma畠ina車  

bdtuj豆iet uztramvaju．［Fennell＆Gelsen，447］  

義務形  〈トラムで〉  
くiet行く  

もしも車がなかったら私は市電で行かなければならな  
かっただろう。  

28）［接続法完了形］Man bdtu bijis  J云ietuztramva」u．  

一．単．与 接続法 完分．単．男  

私は市電で行かなければならなかっただろう。  

29）［伝聞法現在］Man esot  j豆dodascel豆．  

一．単．与 伝聞現．三 〈doties 単．位〈cela  

［Ceplfte＆Ceplfte，74］  

私は出立しなければならないらしい。  

30）［伝聞法未来］Mums rit  bti弘t  

一．複．与 副く明日〉 伝聞未来．三．〈bdt  

j豆Str豆d豆，  

我々は明日働かなければならないという話だ。  

否定はbdtの否定形で表わされる。義務形の否定は「必要がない」（論理記号  

でいえば“□’’→“「□”［必然であることはない］）ことを表わす。このとき  

も格配置は肯定の場合と変わらない：   

31）［現在］Man  nav 5豆Str豆d云．  

一．単．与 〈irの否定〉  

私は働く必要はない。   

32）［単純過去］Man nebija  j云Str豆d豆．  

否定＋bija  

私は働く必要はなかった。   



12  三 谷 恵 子   

33）［完了現在］Man  nav bijis j豆Str豆d豆．  

〈irの否定〉  完分  
私は働く必要はなかった。  

義務形は再帰動詞からも自動的に作られる（34A能動に対する34B）：   

34A）Tu  klausis  

代．二．単．主 二．単．現〈klausiet聞く（klausitに対応する再帰動詞）  

君は聞いている。   

34B）Tev  j豆kaus豆S．  

二．単．与 くklausiet  

君は聞かなければならない。  

義務態においては義務の担い手かつ予定された動作主は与終に配置されるが，  

動詞が他動詞の場合，被動作項は対格ではなく主格形になる（能動態35A，36  

Aに対しそれぞれ35B，36B）：   

35A）Es  dziedu  tautasdziesmu，  

一．単．主  一．単．現〈歌う  単．対〈tautasdziesma民  

私は昼垂旦歌う。  

35B）Man  j豆dzied tautasdziesma．  

一．単．与 義務形 単．主  

私は昼垂旦歌わなければならない。   

36A）Kas  ganalopus？  

疑間代．主 〈ganit 複．対〈lops家畜  

誰が丞室生追うか（放牧の番をするか）？   

36B）Kam  」aganalopi？  ［Fennell＆Gelsen，433］  

疑間代．与 〈ganit 複．主  

誰が家畜を追うべきか？   

このように，能動態では対格で現われる補語が義務態においては主格形で現  

われ，脱動作主化に伴って被動作項にも格配置の入れ替えが及んでいるかのよ  

うにみえる。対格補語の主格形化は，名詞句の指示対象の特性（たとえば定的  

definiteなものか，人間など活動体であるかなど）に関係なく自動的に起こる：   

37A）VirlaS  dejo 菖o  tautas deju．  

代三．複．女．主 三．現 指代，女．単．対 複．生 単，対〈deja  

彼女たちは 〈de］6t踊る 〈邑iこのくtauta民族 ダンス  

彼女たちはこの民族舞踊を踊る。   
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37B）ViIl豆m  j云dejo 畠f  tautas deja．  

代三．複．女．与 義務形 指代．女．単．主 複生 単．主  

［Fennell＆Gelsen，432］  

彼女たちはこの民族舞踊を踊らなくてはならない。   

38A）Virla  audzina pleCOS berrluS．  

代．三．単．女1主 三．現  数．複．対 複．対  

彼女は  〈audzin5t育てる 5  〈berns子供  

彼女は五人の子供を育てている。   

38B）ViIlai  j豆audzina pleCi bemi．  

代．三．単，女．与 義務形  数．複．主 複．主  

彼女は五人の子供を育てなければならない。  

否定の場合にも同じ様に主格化が起こる：   

39A）Es  菖odien maks豆ju naudu．  

代．一．単．主 副  一．単．現 単．対  

〈今日〉  〈maks豆t支払う〉  〈nauda金  

私は今日，金を払う。   

39B）Man   邑odiennav j豆makas豆 nauda，  

一．単．与 〈irの否定〉  単．主  

私は今日，金を支払う必要はない。  

ここまで見た限りでは，義務形の格配置は受動の場合とよく似ているようであ  

る。しかし義務形では他動詞の対格補語が一人称および二人称の人称代名詞（対  

格形：一．単mani，二．単tevi，一．複m缶S，二．複jiis）である場合には格の  

交替は起こらず，これらの代名詞は対格で表わされる：   

40）Villai  mani  j豆atrast．  

代．三．単．女．与 ∴単，対 〈atrast発見する  

彼女は私を見つけなければならない。  

41）Ja tu  man  klausitu，man  nebGtu  

代．二．単．圭 一．単．与 接続法  一．単．与 否定＋接続法  

くもし〉  くklausit（＋与）従う  

堕 j云SOda・  

二．単．対  

〈sodit罰する  ［Fennell＆Gelserl，445］  

もしも君が私に従っていたら，私は君を罰する必要はなかっただろう。   
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42）は通常の能動億の例である：   

42）Es  堕   sodiju， jo  tu  man  

一．単．主 二．単．対 一．単．過 接続詞 二．単．圭 一．単．与  

〈sodit罰する  

neklausiji．  

否定＋二．単．過  

〈klausit（十与）従う  

君が私に従わなかったので，私は墨旦罰した。  

義務形の動詞が不定詞を支配し，さらにその不定詞が対格補語を持つ場合，不  

定詞の補語には対格も主格も規われうる。ただし，今では対格の方が普通で，  

主格の使用は稀とされる［Fennell＆Gelsen，430］：   

43）Tev  j豆palidz  b白Vet namu／nams．  

二．単．与 j豆＋三．現在 不定詞 単．対／単．主（稀）  

〈palidz手伝う 〈建てる（十対）家を  

おまえは家を建てるのを手伝わなくてはならない。  

44）Jums j豆meglna rakstft vestuli／vestule．  

二．複，与 j豆＋三．現在 不定詞 単．対ノ単．主（稀）  

〈me蚕n豆t試みる〈書く（＋対） 手紙を  

あなたは手紙を書こうと試みる必要があります。  

能動態で対格以外の補語をとる動詞ももちろん義務態で用いられるが，この場  

合には，補語の格形態は能動態の場合のままである：   

45）Mums ar m豆Su j云palidz K云rllm・  

一．複．与 前置 単．対〈palidzet 与  

私たち 一緒に〈m岳Sa姉妹 手伝う 〈K云rlis  

私と妹はカルリスの手伝いをしなければならない。  

ちなみにbdt「である（be動詞）」の義務形j豆btit「であらねばならない」の  

場合を見ておこう。j云bGtはbdtの主たる二つの機能，つまり存在動詞として  

の機能と遵辞としての機能に対応して，ある場所に「存在する義務，必要性」  

を表わすか，またはある身分や状態である必要，必然性を表わす。前者の場合  

には   
46）Mums b豆S  j豆btitstacij豆 p百C puSdienas．  

1．複．与 3．未来 位  前置 単．属  

〈stacija駅  後で〈pusdiena昼食   
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私たちは昼食後，駅にいなければならない。  

のようになる。一方bdtが連辞となって『AはBである』という述定関係が述  

べられる場合，人称定形では運辞で結ばれる二つの項はどちらも主格で示され  

（47，48），義務形ではどちらも与格で示される（49，50）［Fennell＆Gelsen，792  

－793］   

［人称定形］47）Es  eSmll zin豆tnieks．  

「．単．圭 一．単．現〈bdt 単．主く学者，研究者  

私は研究者です。  

48）Tavs  dels ir  廻塾  

所有代．二．単．主 単．主 三．現 形．男．単．主  

君の  息子  く勤勉な  
skolnieks．  

単．主  

〈生徒  

君の息子さんは真面目な生徒だ。  

［義務態］49）Man j豆bdt zin豆tniekam．  

一．単．与  単．与〈zin豆tnieks  

私は学者でなければならない。  

50）Tavam  delamj云bdt eakl豆kam  

所有代，二．単．与 単．与  形《比》男．単．与  

skolniekam．  

単．与  

君の息子さんはもっと真面目な生徒であるぺきだ。  

j云btitが単純現在以外の時制をとる場合には，’btisj云btitや＊bijaj豆btitのよう  

なbQtの時制形十j云bGtという形式は用いられず，義務を表わす動詞vajadzE；t  

の時制形十bdt［不定詞］によって代用される。この場合も，連辞b融で結ば  

れる名詞はともに与格で表わされる：   

［接続法］51）Pec man云m  dom豆m tev  

前置 所有代．一．女．複．与 女．複．与 二．単．与  

くmans私の  〈doma考え  

vai zin云tnikekam．  Vajadzetubtit  豆rStam  

接続法  不定詞 単．与  接  単．与  

〈vajadet  く豆rsts医者 または 〈zin豆tnieks学者   
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ぽくの思うところ，君は医者か学者になるべきだったのだろう。   

52）Tavam  delam vajadzesbdt eakほkam  

所有代．二．単．与 単．与 未来  形≪比》男．単．与  

skolniekam．  

単．与  

君の息子さんはもっと真面目な生徒になるべきだろう。  

bdtの義務形およびそれに代わるvajadz百tを用いた無人称文において現われ  

る述語の与格は，義務を担う主体の与格と文法的に一致する。これは述語が形  

容詞の場合に明確になる：   

53）K豆peclabiem  ra20jumiemj云btit tik d豆rgiem？  

疑間代 形．男．複．与 複．与  副 形．男．複．与  

なぜ 〈1abs良い  〈ra乏ojums製品 そんなに〈dargs高価な  

どうしていい品物はこうも高くなければならないのだろう？   

54）Sievietem vajadzeja bGt drosmig豆m，  

複．与  三．過  形．女．複．与  

〈sieviete女  〈drosmigs勇敢な  

女たちは勇敢でなければならなかった。   

3．義務態，脱動作主化と格表示の関係   

前節に述べたことがらを今一度簡単にまとめると：  

「この仕事は実行されなければならない」に対するラトヴイア語の義務の表現  

は  
（a）vajadzet＋不定詞（被動作項の補語は対格）  

Sodarbuva5agpadarit．  

（b）受動分詞現在形（被動作項の補語は主格）  

Sisdarbspadar豆ms，  

（C）義務形（被動作項の補語は主格）  

Sisdarbs（ir）j云padara．  

ただし補語が一，二人称の場合は対格  

である。  

（aXbXc）三構文の共通点は脱動作主化一義務の担い手＝予定された動作主が主  

格主語で示されないということにある。もちろん，（a）のVajadzetの場合主格   
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主語が現われないのはもともとこの動詞語彙の格配置がそう与えられているか  

らで，②や③のような動詞の形態変化による脱動作主化と同質ではない。しか  

し，本来存在する動作主，つまり「Ⅹはこの仕事をする」という場合に主格主  

語で示されるぺき動作主Ⅹが，Vajadzetを用いることで省略可能な斜格補語  

に代わると考えればこの構文全体を脱動作主化の一構文とみなすことができ  

る。これらの脱動作主化の中では，動作主は主格主語の位置から追放されるの  

みならず，意味役割においても義務の認識者の役割を新たに得ており，脱動作  

主化はここでは外的な必然性や可能性に依存する事象について語る形式とな  

る。   

さて，義務態の格配置の転換の結果現われる主格形名詞句は一体何だろうか。  

被動作項あるいは事象そのものに話題を向けるという脱動作主化の機能からす  

れば，話題として提示された対象が一見主語のような形式である主格として現  

われるというのは受動態との平行関係からすればそう不自然なことには思われ  

ない。しかし，この主格形名詞句を受動態の場合のような新たに昇格した主語  

とみなすことはできない。何よりも被動作項が一人称，二人称の場合には対格  

で現われるという事実がある。第二に，主格形で表わされる被動作項は述語に  

対して文法的一致を引き起こさない。これは次の55）のように義務形が完了分  

詞を用いた完了形をとる場合に確認することができる。ここで完了分詞は男性  

単数主格形，主格で示される被動作項は女性名詞「娘」である：   

55）Nu嬢nirlam bdtu bijis  j豆atdod meita  

単．与  接続法 完了分．男．単．主  女．単．主  

くkenir蛭王  〈atdod 〈娘〉  

［Gramatika，234］  

で，王様は娘を手放さなければならないところでした  

統語論的主語の基準の一つとして述語に文法的一致を引き起こすことを考える  

なら，義務態に現われる主格名詞は少なくともこの件に関して主語の基準を満  

たさないし，このことば同時に義務態の述語が無人称形式であることを示して  

もいる。   

第三に，再帰所有形容詞の現われ方がある。再帰所有形容詞savs，SaVa［自  

分の］は，56）57）のように，一つの動詞の格配置の中で主語と同一指示にな  

る名詞句において現われる：   

56）Es  sartin町u  ar 堅些 m云Su．  

一．単．主 →．単．現／過 前置 単．対 〈m豆Sa姉妹   
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くsardn豆t会話する  再帰所有形「自分の」  

18  

私は自分の姉と話をした。  

57）Saimnieks apskatij云  SaVu namu．  

単．主〈主人〉 三．過〈apskatft 単．対 〈nams家  

眺める  再帰所有形「自分の」  
あるじは自分の家を眺めていた。  

再帰所有形容詞を含む名詞句は，通常の人称定形を述語とする文で主格主語に  

用いられることはない：   

58）蓼星型竺br豆1is man   m豆Ca・  

単．圭  一，単．対 三．現在  

再帰所有形 僕を  〈m豆Cit教える  

＊自分の兄が僕を教える。  

この場合には所有形容詞を用いて   

59）些br云1ismanm豆Ca・  

僕の兄が僕を教える。  

というのが適切な形式となる。さて，今問題としている義務態では60），61）  

のように，対格から交代した主格形名詞句に再帰所有形容詞が現われる［Fen－  

nell＆Gelsen，430］   

60）Mums j云baro 垂  Zirgi・  

一．複．与 義務形 再帰所有形．男．複．主 複．主  

〈barot養う  〈zirgs馬  

私たちは自分（たち）の馬を養わなければならない  

61）Man  J云izlasa 準ヱ旦  gr豆mata・  

一．単．与 くizlasit 再帰所有形．女．単．主 単．主  

私は旦星型本を読み切らなければならない  

再帰所有形容詞に対する制御性ということを考えれば，主格形名詞が義務の認  

識者および動作主を表わす与格名詞に制御されているわけで，この関係は，対  

応する能動態の場合の動作主＝主格主語から被動作項＝対格補語への制御の関  

係をそのまま反映している。   

以上のことから次のことが言えるだろう：義務態においては能動態とも受動  

態とも異なる格配置の規則があり，そこでは能動態の場合の対格補語は，一人  

称および二人称の場合を除き形式上は主格を得る。しかしこの主格化された名  

詞句は受動態の場合と違って，主語としての統語論的用件を満たさず，主格形   
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補語というぺき資格にとどまっている。   

ではなぜ主格形なのか。またなぜ一人称二人称では対格のままなのか。すで  

に見たように，義務潜も脱動作主化の一つであり，脱動作主化の第一の機能は  

被動作項や事象そのものを話題とすることにあった。そこで今，話題化される  

名詞句がとる格形式を「話題撹示の格形式」と呼ぶことにしよう。ここではそ  

れは主格である。この主格はつまり，ただ話題あるいは話額の一部であること  

をマークするにすぎないものである。もちろん，話題を示す格形式が主格でな  

ければならない論理的必然性はなt）。実際この言語でも対格のままで話題提示  

は可能である。それは，脱動作主化の手続きを踏まずに語順を入れ替えて対格  

形の直接補語を文頭に置くことで実現される。したがって話題提示という発話  

レベルでの機能が常に主格という形態を必要とするわけではない。それでもな  

お，受動態とのパラレリズムということを考えれば，話題となる被動作項が主  

格で現われる可能性が高いというのは十分考えられよう。   

では一人称二人称ではなぜ対格で現われるのか，それに関しての答えは保留  

にしなければならない。このことを明らかにするにはさらにラトヴィア語の義  

務態の成立の通時的背景を調べる必要もあろう。今の段階で言えるのはただ，  

同じ統語環境の中で一人称二人称の人称代名詞とそれ以外の代名詞および一般  

名詞が異なる格形式をとるという事実があること，これをより一般化すれば，  

同じ統語環境の中でも，ある意味的特徴に関して対立する有標の項と無標の項  

では使用される格形態が異なることがある，ということに尽きる。これは言語  

顆型論の世界では格別珍しい話題ではなさそうだが［例えばPalmer1994］，  

ここではただ，ラトヴイア語の義務態ヒの比較において非常に興味深いと思わ  

れる一つのケースを手短かに示しておくにとどめたい。そのケースとはロシア  

語における不定詞構文の主格形補語の使用である。   

ロシア語ではa語幹型の名詞（大部分は女性名詞）は単数主格で語尾一a，  

単数対格で語尾uをとる。したがって他動詞の直接補語には－u語尾の格形態  

が現われる：乏ena「妻」（主格）に対して1jubit’乏enu．「妻を愛する」。ところ  

が→部の方言（主として北口シア方言）では他動詞の直接補語に主格形が現わ  

れ1jubit’▼星型旦．となる現象があることが知られている［Borkovskij，412］。こ  

の現象が確認できるのは主格と対格が形態的に区別される場合だけなので，a  

語幹型の名詞がしばしば問題とされるのだが，ここでまず注目すべきは，他動  

詞の直接補語として主格形名詞が現われるケースの大多数が不定詞を単独に述  

語として用いるいわゆる不定詞構文の補語においてであるという点である。こ   
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のような不定詞構文は単なる事象の描写ではなく，普通，義務や必然性（否定  

では禁止や不可能）などの様相の意味を表わす場合に用いられる。この時，義  

務の認識者および予定された動作主は与格で示される。したがってこの構文も  

脱動作主化の一つということができる。不定詞構文の直接補語として主格形名  

詞が現われる現象は古くから認められ，歴史的にはすでに13世紀初めころから  

ノヴゴロドなどロシア北部に由来する文献に，しかしその後にはモスクワに由  

来する文献にもよく現われる［Filin，484－485］。現代北口シア方言の確かな資  

料がないので，ここでは参考に16世紀に成立したロシア語文献から典型的な例  

を挙げておく4）：   

npモⅩ88C▲R払 ecT8もIC8epnnTⅥnpOC如piもⅥ煎もⅥ  Ⅵ爪ⅡB乃伽y  

［AoM，63］  

pre羞e vseki∈ eStVy 竺堅垂坦 担旦 V C［e］rk［0］viiliv domu  

不定詞 女．単．主  

食事の前には必ず教会でも家でも聖パンを食べ終えるように。  

M0月e6払Ⅰ鵬TH E▼堅塁鞋亘竺竪 C qeCで馳Ⅸ R煎oBも［月OM・21－14］  

molebnyp昌tiivoda s［vja］titis eestnyx kr［s］tovも  

女．単．主 不定詞  

祈裔を唱え，水を聖なる十字架によって清めるべし  

ところが同じ環境に現われても他動詞の直接補語が人間の男性である場合には  

対格表示が保たれる。これは次の例で顕著に示され，そこでは女性名詞（「妻」）  

は主格形補語，男性名詞（「夫」）は対格形補語で使用されている：   

姦ⅩaRO OyⅦⅡTH壷JⅡdⅡTH岬些垂ヱ壁土冗q叩恥a XeEe 塑   

c80m C叩ⅡaTオHC＝paⅢⅡBaTHCA nO8CA月E旦［加M・13－9］  

ikakouEitiiljubitimu羞u羞enasvoe［女．単．主］ieada，a羞enemu羞a  

竺竺些g9［乳単．対］slu羞atiispra呈ivatlSe pOVSe dni  

いかにして夫は自分の妻と子供らを教え導き愛するぺきか，また妻は夫に従   

い毎日助言を求めるべきか。  

今あえて時代的および資料的違いを無視してこの16世紀ロシア語文献に見られ  

る構文と現代ラトヴイア語の義務態の構文とを比較すると，ここに示した範囲  

でどちらも（訪述語動詞の形態は人称定形でなく（診脱動作主化の結果，動作主た  

るぺき項は動作主＝義務の認識者として与格で示され③構文は様相の意味（義  

務や必然）にかかわり④他動詞の被動作項は主格形補語になる場合とヌ寸格補語  

になる場合とがある。その分布に関与するのはラトヴイア語では人称に関する   
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対立であり（一，二人称：それ以外）ロシア語不定詞構文では名詞のカテゴリー  

（男性人間単数：それ以外）である  

といった共通点を挙げることができるのである。   

4．ま と め   

ラトヴィア語の義務態を，動作主以外の項や事象を話題として提示するという  

脱動作主化の機能の中に位置付けると，つぎのような関係図が描ける：  

［話題提示の手段（＝動作主以外の項や事象をマ←クする手段）］  

脱動作主化  なし→語順の入れ香え，助詞のような強調要素の使用，な  

態の変更不定人称文  
［≡ヒニ  

‥．  主語化  
なし→義務態：動作主／義務の認識者は与格補語  

あり→受動態：動作主は出現できない  

註   

1）ここで参照したのはDane孟etal19S7，VOl．m，236f董のDeagentizace（deagen－   

tization）の記述である。なお，チェコ語の脱動作主化Deagentizaceに閲し上掲   
書はつぎのようなものを挙げている：  

（a）再帰動詞化：spf「彼は」眠る」に対してSpf（mu）se「（彼は）眠たい」，PraCuje   

「（彼は）働く」に対してpracujemuse「仕事がはかどる」。  
（b）受動分詞による受動化：Psihlfdalivinohradya羞dor孟na．「犬が朝までぷど  

う畑の見張りをした」に対してBylihlifd去ny vinohrady a之 do r孟na．「ぷどう  

畑は朝まで見張りがされた」。  
（C）不定人称文（動詞の三人称複数形を使用する）二Ueastnfcikonferencetuz畠Ie  

三itost u乏projedn畠vali．会議の参加者たちはその提案をすでに検討した」に対  

しTuz点Ie2itostu羞projedn孟va】i．「その提案はすでに検討されたJ。   
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（d）人称文の転位（二人称や→人称の人称定形を用いて一般的，あるいは不特定  
の動作主による行為を表わす）：Kdy羞nさcoslfbfm，tak tomuslmdodrzet．「約  

束したことは守らなければならない」（形式は一人称単数）。  
（e）mrt（have動詞）＋受動分詞による間接受け身。Uklize己ka uklidila Petrovi   

pokoj．「掃除婦がベトルの部屋を掃除した」に対しPetrm哀u羞pokojuklizenテ．  

「ベトルは部屋を掃除してもらった」。  
（f）dostat（「得る」）＋受動分詞による間接受け身。Petr vynadalPavlovi．「ペ   

ト）L／はパヴェルに非難を浴びせた」に対しPaveldostal（od petra）vynadano．  

「パヴェルは（ベトルから）非難された」。  
（g）d孟t（「与える」）＋inf．による使役化。KarelIVdalpostavitchr孟msv．Vlta．  

「カレル四世は聖ヴィート教会を建てさせた」。  
2）受動分詞現在形は義務性のほかに「…されうる」「・・・できる」「…にふさわしい」   

といった可能性や適正さ，合目的性を表わすこともできる：  
Sodien pusdienasir edamas，  

副．  女．複．主  三．現 受分現．女．複．主   
〈今日〉 昼食  丑泊t edni〈食べる  
今日の昼食は食べられる＝食べるに値する，おいしい  

Vai  再dens， ko  smel no t豆S akas，ir  

疑問助詞  男．単．主 関係代．対 三．現 前置 指代．単．生．単．生  
〈水〉  〈smelt汲み出す 〈その井戸から〉  

dzerdams？   

受分現．男．単．主  

〈dzert〈飲む〉   

その井戸から汲み出している水は墜旦旦のですか  
さらに受動分詞現在形は，dzerdamsddens「飲める水（〈dzertddeni水を飲む）」，  

1as云ma gr豆mata「読むぺき・読むに適した本（〈1asft gr云matu本を読む）」のよ  

うに，能動態の格配置のときの直接補語を主要部として修飾することができるの  
みならず，dzerdamstrauks「飲むための器（＝trauks，arkovardzertそれを用  
いて飲むことができる器）」，「Sdjamama菖inaミシン（＝ma勇ina，arkovar如t  
縫うための機械・それを用いて縫うぺき機械）」のように，道具格に現われる名詞  
や6damaistaba「食堂（istaba，kuredそこで食べるべき部屋）」，Plaujamslaiks  

「草刈の時期（1aiks，kad plauj草刈をすべき・するに適した時期）」のように場   

所や時を表わす副詞的要素を修飾することもできる。  
3）この形式は同じパルト語でもリトワニア標準語にはない。Endzelinは接頭辞j豆   

の起源を，古い関係代名詞i6の単数属格もしくは奪格と見ており，この形式自体   
実際には「直説法の一形態」と述べている［Endzelin，1971：241］。  

4） EoMOCTpO鐘ⅢO KoEⅡⅢ汀C】（OMy CⅢHCKy．（Domostroj po Kon畠inskomu   

spisku．）より。例の出典箇所はモスクワ大学附属帝国歴史古代協会会報qTe工‖覆兄   
8もHMnepaTOpCEOMも 06町eCT】さも ⅢcTOpiH Ⅱ 且pe8ⅡOCTe最Poccほc文一   

EXも．1908．に収録のオルロフ校訂テクストのページ，行による。   
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